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「自然と共生するまち」

　「市民が誇りをもてるまち」

　　　　　　　　　をめざして

志摩市は平成 16 年 10 月に旧志摩郡 5 町（浜島町・大王町・志摩町・阿児町・磯部町）が合

併して誕生しました。市の全域が伊勢志摩国立公園に指定され、英虞湾、的矢湾などのリアス

式海岸ならではの奥深い内湾をはじめ、黒潮が流れる太平洋や神宮林を含む森林など雄大な自

然のなかで人々の暮らしが営まれ、発展してきた地域であります。

この美しく豊かな自然に恵まれた地域を次世代に引き継ぐため、志摩市では平成 23 年に策定

した志摩市総合計画後期基本計画で、「新しい里海によるまちづくり」を重点施策として位置付

けるとともに、「稼げる！学べる！遊べる！新しい里海のまち」をテーマとして掲げて様々な取

り組みを進めてきました。また、平成 25 年 8 月には、そうした取り組みを市全体で共有し、内

外に発信していくべく「新しい里海のまち宣言」を行い、自然との共生に取り組んでまいりま

した。そして、平成 27 年 7 月には、全国で初の自治体として、内閣総理大臣から海洋立国推進

功労者表彰をいただくことができ、これまでの志摩市の取り組みが国に認められただけでなく、

これからの取り組みが国からも期待されています。

このように豊かな資源に恵まれた志摩市でありますが、本市を取り巻く社会情勢は厳しい状

況にあります。人口減少や高齢化の進展、若者が魅力を感じてその力を発揮できる働く場の少

なさ、今後高い確率で発生するとされる南海トラフ地震への備えなど、急務の課題に直面して

います。

そこで、この度策定した第２次志摩市総合計画前期基本計画では、まちづくりのための６つ

の基本目標を掲げるとともに、これまでの「新しい里海創生によるまちづくり」をさらに発展

させながら、厳しい社会情勢に立ち向かうべく志摩市独自の地方創生への取り組みや、南海ト

ラフ地震を中心とした災害対策についても重点目標に掲げ、本計画の基本理念である「自然と

共生するまち」と「市民が誇りをもてるまち」の実現に向けて取り組むこととしています。

市民の皆さまにおかれましても、志摩市の豊かさと可能性を改めて捉えなおすとともに、本

市が直面する課題について考えていただき、地域にかかわるすべての主体が一体となったまち

づくりが実現できるよう、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

最後に、今回の計画策定にあたり、貴重なご意見をいただきました志摩市総合計画審議会委

員の皆さまをはじめ、ご協力を賜りました方々には、心から厚く御礼を申し上げます。

志摩市長 大口 秀和



新しい里海のまち宣言

きらめく海の潮騒と

波間から聞こえる海女の磯笛

緑あふれる山を映すリアスの入江と

あこや貝の中でひそやかに育まれる真珠

神々さえ魅了する豊かな山と海の恵みが

このまちの四季を彩る

私たちは山と海が与えてくれる

自然の恵みを糧にこのまちで暮らしてきた

自然に対する感謝と畏敬の心を忘れず

自然の理に沿ったまちづくりを進めるために

このまちを「新しい里海のまち」とすることをここに宣言する

○豊かな自然の恵みを誇りとし、１００年先の子どもたちへ

つないでいけるように、自然を守ります。

○自然の力を最大限に引き出しながら、利用し、自然と共に

暮らす知恵を磨き、自然と心ゆくまで遊べるようにします。

○自然と共に生きる暮らしや受け継がれた文化、歴史を愛し、

その素晴らしさを語ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 25 年 8 月　三重県志摩市
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後期基本計画

～総合計画のしくみ～

基　本　構　想

平成 28 年度 平成 37 年度平成 32 年度

前期基本計画

実施計画（３ヵ年）

実施計画（３ヵ年）

実施計画（３ヵ年）

実施計画（３ヵ年）

実施計画（３ヵ年）

実施計画（３ヵ年）

※実施計画は、毎年度点検・見直しを実施
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